
上
志
津
原
町
会 

定
期
総
会
近
づ
く 

上
志
津
原
を
よ
り
よ
い
街
に
す
る
た
め
に 

み
ん
な
が
参
加
し
ま
し
ょ
う
！ 

４
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら 

新 

班 

長
、
顔 

合 

わ 

せ 

④ 

そ
の
他 

・
生
垣
に
毎
日
の
よ
う
に
犬
に
糞
を
さ 

 

せ
る
ご
家
庭
が
あ
る
。
ペ
ッ
ト
の
マ 

ナ
ー
遵
守
に
つ
い
て
は
回
覧
等
で
注 

意
喚
起
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が

い
っ
そ
う
の
注
意
喚
起
を
お
願
い
し

た
い
。 

 

（１）                   上 志 津 原 た よ り               第３６３号 

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。（
新
会
長
の
挨
拶

＝
次
号
） 

② 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
報
告
（
中
山
） 

・
活
動
報
告
と
お
礼
（
同
主
旨
別
記
事
） 

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
を
市
の

協
働
事
業
と
し
て
行
な
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
市
か
ら
３
年
間
で
１
２
０
万

円
余
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。
町
会

か
ら
の
補
助
と
併
せ
て
有
効
に
活
用

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部

は
備
品
等
で
町
の
財
産
と
し
て
蓄
積

さ
れ
ま
し
た
。 

 

・
エ
ス
テ
ィ
ホ
ー
ム
宅
地
造
成
工
事

(

61
区
画)

で
は
休
日
に
工
事
を
す

る
な
ど
約
束
を
た
が
え
る
行
為
が
あ

り
、
近
隣
住
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
。
班
長
さ
ん
か
ら

ご
連
絡
い
た
だ
き
、
会
社
に
抗
議
し

て
是
正
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
が
、
つ

い
最
近
も
約
束
違
反
が
繰
り
返
さ

れ
、
会
社
の
幹
部
と
現
場
の
責
任
者

を
呼
ん
で
厳
重
に
抗
議
、
市
か
ら
も

強
い
指
導
が
あ
り
、
会
社
は
謝
罪
し

ま
し
た
。 

・
工
事
は
明
後
日
終
了
し
ま
す
。
清
掃

等
で
こ
れ
か
ら
も
人
の
出
入
り
は
多

少
あ
る
そ
う
で
す
が
、
土
地
を
落
ち

着
か
せ
る
た
め
３
ヶ
月
は
そ
の
ま
ま

に
す
る
そ
う
で
す
。
な
に
か
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
 

変
更
が
あ
り
ま
す 

← 
  

③ 

自
治
会
館
受
付
方
法
と
鍵
の
保
管
場

所
を
変
更
し
ま
す
。（
藤
谷
） 

 

・
町
会
、
関
係
団
体
の
年
間
予
約
は
３

月
末
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
。 

 

・
一
般
予
約
通
年
分
は
５
月
７
日
（
土
）

に
受
け
付
け
し
ま
す
。
４
月
分
に
つ

い
て
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。 

 

・
随
時
予
約
は
、
予
約
表
を
保
管
し
て

い
る
我
妻
さ
ん
へ
。
な
お
、
利
用
料

は
予
約
時
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

・
鍵
の
保
管
は
４
月
１
日
、
小
森
商
店

か
ら
、
会
館
前
の
松
本
さ
ん
宅
へ
変

更
し
ま
す
。 

上志津原 
たより 

第３６３号 

新年度の町会体制整う 

平成23年３月25日発行 

第
11
回
班
長
会
議
議
事
録
（
抄
） 

  
 

２
月
５
日
午
後
７
時
、
欠
席
１
名 

次
年
度
班
長
＝
欠
席
２
名 

 

１
、
町
会
長
挨
拶
（
活
動
報
告
、
３
頁
に
掲
載
） 

２
、
審
議
事
項
（
新
年
度
役
員
の
選
出
） 

① 
町
会
長
の
選
出 

 

・
先
に
役
員
選
考
委
員
会
に
よ
り
、
平

成
22
年
度
、
23
年
度
町
会
長
に
大
内

茂
氏
の
推
薦
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
上
志
津
原
町
会
規
約
第
７
条
の

規
定
に
よ
り
町
会
長
の
選
出
は
班
長

会
の
決
議
が
必
要
で
す
。
↓
承
認
。 

・
大
内
会
長
よ
り
、
あ
と
１
年
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
と
、
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

発行 上志津原町会 
発行責任者 町会長 大内 茂 

平成23年度班長名簿 
 
【南区】 
大和台 佐々木幸寿 
１０組 工藤幸雄 
原１班 山田静江 
原２班 加藤喜和蔵 

南原１班 柳澤 勧 
南原２班 坂本英男 
３・４組 中原 誠 

５組 藤井 實 
幸野 五木田好男 

【西区】 
２組東班 安藤健太 
２組西班 藤谷良弘 
栗林１班 引野隆彦 
栗林２班 上松伸行 

東邦 元村小五郎 
１組 上野美津代 

吉野１班 立川憲之 
吉野２班 河内裕介 
【東区】 
八紘苑上 市村明彦 
八紘苑下 高辻時枝 
７・８組 川口紀子 
玉木１班 大澤有希 
玉木２班 藤井裕隆 

９組 伊林恒太郎 
新栄台 森 義人 
商店街 古澤賢一 
光ヶ丘 武田健治 

さくら台 塩 正丈 

平成23年度上志津原町会役員名簿 
（◯印は部長、□印はアドバイザー） 

町会長 大内 茂 
副町会長 佐々木幸寿（自治会館、防災） 

      上野美津代（街灯） 
      藤井 裕隆（道路） 

会計係 元村小五郎 
文書係 塩 正丈 
総務係 藤谷良弘 
広報係 ◯森 義人、立川憲之、引野隆彦、 

山田静江 
環境衛生係 ◯上松伸行、五木田好男、高辻時枝 
スポーツ  ◯柳澤 勧、大澤有希、河内裕介、 
／新年会係  藤井 實 
盆踊り係 ◯伊林恒太郎、中原 誠、坂本英男、

川口紀子、武田健治、□三瓶孝二 
運動会係 ◯安藤健太、市村明彦、加藤喜和蔵、

工藤幸雄、古澤賢一、□佐藤 誠 

東
北
関
東
大
震
災 

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

 
 

３
月
11
日
、
東
北
関
東
大
震
災
が 

発
生
し
ま
し
た
。 

 

と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
ね
。 

未
曾
有
な
事
態
が
進
行
し
て
お
り
、 

  

一
日
も
早
い
収
束
を
願
い
ま
す
。 

ご
実
家
、
ご
親
戚
、
お
知
り
合
い
の 

方
の
こ
と
な
ど
、
ご
心
配
を
さ
れ
て
い 

る
方
も
多
い
と
お
察
し
し
ま
す
。 

ご
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
い
、 

お
案
じ
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昭
和
48
年
５
月
創
刊
、
月
刊
。
平
成
９
年
４
月
か
ら
隔
月
刊
。 

② 

町
会
業
務
の
委
嘱
に
つ
い
て 

・
平
成
22
年
度
盆
踊
り
部
長
の
三
瓶
孝

二
さ
ん
、
運
動
会
部
長
の
佐
藤
誠
さ 

ん
に
平
成
23

年

度
上
志
津
原
町
会

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
委
嘱
し
、
盆
踊

り
、
運
動
会
の
指

導
、
助
言
を
お
願

い
し
た
い
の
で
上

志
津
原
町
会
規
約

第
９
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
お

諮
り
し
ま
す
。 

↓
承
認 

 

③ 

役
員
の
選
出 

 

・
鈴
木
副
町
会
長
が
役
員
の
業
務
に
つ 

い
て
説
明
し
、
副
町
会
長
を
区
毎
に 

互
選
、
そ
し
て
各
部
門
の
担
当
を
決 

め
、
各
係
毎
に
部
長
を
決
め
、
別
記 

の
通
り
役
員
体
制
を
整
え
ま
し
た
。 

３
、
報
告
事
項 

➀ 

新
年
会
に
つ
い
て
（
小
谷
野
） 

 

・
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
、
無
事 

 

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

②
会
計
よ
り
（
長
谷
川
） 

 

・
歳
末
助
け
合
い
の
募
金
は
１
２
７
１

７
８
円
集
ま
り
、
佐
倉
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
届
け
て
参
り
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

③ 

道
路
要
望
回
答
状
況
（
次
頁
に
掲
載
） 

 

班
長
会
議 

報 
 

告 

班
長
会
議
記
録 

文
書
係 

高
松
（
上
村
） 

 

上志津原ふれあいとおりの桜 
さあ、ふれあいとおりの桜が満開 
です。昭和39年、市制10周年記念 
に市から苗木の配布を受け、開拓農 
家の方々が植樹したのが始まり。今 
では佐倉市の桜の名所のひとつに。 
 

池
田
三
知
子
さ
ん
、
表
彰
さ
れ
る 

 

２
月
12
日
、
中
央

公
民
館
で
佐
倉
市
に

よ
る
「
自
治
会
・
町
内

会
・
区
等
表
彰
式
」
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、 

上
志
津
原
か
ら
は
前
町
会
長
の
池
田
三
知

子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
「
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
、
功
労
の
あ
っ
た
方
」
と
し

て
池
田
さ
ん
が
町
会
の
た
め
に
尽
く
し
た

功
労
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 
池
田
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
12
回
班
長
会
議
議
事
録
（
抄
） 

  
 

３
月
５
日
午
後
７
時
、
欠
席
１
名 

次
年
度
班
長
＝
欠
席
０
名 

陪
席
者
＝
ま
ち
づ
く
り
・
中
山 

子
供
会
・
坂
本
、
田
中 

１
、
町
会
長
挨
拶 

 

・
22
年
度
の
班
長
さ
ん
へ
慰
労
の
言

葉
、
23
年
度
の
新
班
長
さ
ん
へ
は
よ

ろ
し
く
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

２
、
審
議
事
項
（
総
会
の
準
備
） 

① 

総
会
の
準
備 

・
事
業
計
画
（
案
）
や
決
算
、
予
算
等

議
案
作
成
に
つ
い
て
協
議
し
、
総
会

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し

ま
し
た
。 

② 

新
旧
役
員
事
務
引
継
ぎ 

・
各
係
毎
に
引
継
ぎ
を
し
ま
し
た
。 

３
、
報 

告 

 

➀
子
供
会 

・
会
長
交
代
で
、
新
旧
会
長
さ
ん
か
ら 

 

 



 

第３６３号                上 志 津 原 た よ り                  （２） 

 

防
犯
、
こ
の
一
年 

 
 
 
 
 

副
町
会
長 

鈴 

木 
 

稔 
 

何
も
知
ら
ず
に
始
め
た
防
犯
委
員
、
何

と
か
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

振
り
返
れ
ば
４
月
に
町
会
有
志
に
よ

り
、
自
主
防
犯
組
織
化
の
打
ち
合
わ
せ
と

町
会
会
員
へ
の
参
加
呼
び
掛
け
、
周
知
に

始
ま
り
５
月
下
旬
に
は
全
体
の
会
合
を

経
て
７
月
自
主
防
犯
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

 

最
初
は
何
も
判
ら
ず
手
探
り
で
始
め

た
防
犯
活
動
も
何
と
か
歩
き
始
め
ま
し

た
。
毎
週
土
曜
日
に
有
志
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
は
少
人
数
な
が
ら
も
、
毎
週
継
続
し

て
行
う
事
が
明
日
の
防
犯
に
繋
が
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。 

 

又
原
十
字
路
の
渋
滞
の
為
迂
回
路
と

し
て
町
民
の
生
活
道
路
に
入
っ
て
来
る

車
が
多
く
な
り
交
通
事
故
は
増
え
る
一

方
で
す
。
特
に
段
々
日
没
時
間
が
遅
く
な

り
ま
す
。
夕
方
の
通
勤
時
間
帯
は
未
だ
外

も
明
る
く
、
子
供
た
ち
は
遊
ん
で
い
る
の

で
交
通
事
故
に
注
意
を
し
て
行
か
な
け

れ
ば
成
ら
な
い
で
す
。 

 

年
末
に
配
布
し
ま
し
た
防
犯
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
は
お
出
か
け
の
と
き
に
今
後

も
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
犯

罪
の
無
い
災
害
の
無
い
町
会
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

上
志
津
原
の
小
字
名 

 

本
紙
前
号
の
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

で
、
石
川
様
達
が
東
大
和
か
ら
、
と
い
う

お
話
を
紹
介
し
ま
し
た
が
こ
れ
に
関
連
し

て
、「
大
和
台
と
い
う
地
名
は
そ
れ
で
付
い

た
の
で
す
ね
、
記
事
に
そ
の
こ
と
を
ひ
と

事
ふ
れ
て
ほ
し
か
っ
た
。」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
紙
面
の
許
す
範
囲
で
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 

陸
軍
演
習
場
の
一
画
だ
っ
た
上
志
津
原

は
開
拓
の
方
が
入
植
さ
れ
た
時
は
「
上
志

津
無
番
地
」
で
し
た
。
開
拓
が
進
み
、
開

拓
地
の
大
字
を
「
上
志
津
」
か
ら
分
離
し

て
「
上
志
津
原
」
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た

時
、
小
字
に
「
吉
野
」「
幸
野
」「
大
和
台
」

「
南
中
野
」
と
い
う
地
名
を
付
け
ま
し
た
。 

（
昭
和
26
年
の
話
。
同
時
に
番
地
を
付
け
た
。

そ
れ
ま
で
は
一
連
番
号
で
開
拓
地
を
管
理
。） 

「
吉
野
」
は
、
上
志
津
原
開
拓
の
は
じ
ま

り
を
示
す
意
味
で
、
日
本
の
は
じ
ま
り
、

大
和
の
「
吉
野
」
と
い
う
好
字
を
い
た
だ

き
命
名
し
ま
し
た
。 

「
幸
野
」
は
、
そ
の
地
区
に
入
植
さ
れ
た 

方
の
多
く
が
栃
木
県
出
身
で
あ
っ
た
こ
と 

か
ら
中
禅
寺
湖
の
別
名
、
明
治
天
皇
に
よ

っ
て
名
付
け
ら
れ
た
「
幸
野
瑚
」
の
「
幸 

野
」
の
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
大
和
台
」
と
い
う
命
名
の
い
わ
れ
は
冒

頭
ご
指
摘
の
通
り
で
、
こ
の
地
に
入
植
さ

れ
た
方
の
多
く
が
都
下
・
大
和
村
（
現
・

東
大
和
市
）
の
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
ふ
る
さ
と
を
偲
ん
で
付
け
ま
し
た
。 

「
南
中
野
」
は
、
上
志
津
・
南
中
野
の
地 

続
き
な
の
で
、
と
い
う
次
第
で
す
。 

 

以
上
は
、
開
拓
農
家
の
方
か
ら
お
聞
き

し
て
私
が
書
い
た
「
上
志
津
原
た
よ
り
」

平
成
２
年
６
月
か
ら
３
年
８
月
ま
で
の
連

載
「
上
志
津
原
の
地
名
を
探
る
」
か
ら
の

引
用
で
す
。 

 

で
は
、「
上
志
津
原
」
と
い
う
地
名
は
？ 

そ
も
そ
も
「
志
津
」
と
い
う
地
名
は
ど
う

し
て
？ 

な
ど
、
次
第
に
興
味
は
尽
き
な

く
な
り
ま
す
が
、
も
は
や
紙
面
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
の
機
会
に
。 

 
 

（
宮
武
） 

道路要望事項回答状況（報告） 
平成23年２月28日現在 

道路担当・見上 
８、カーブミラーの調整 
 受付 ８月10日 
 場所 上志津原68－11前のＴ字路 
 理由 Ｔ字路左側のミラーが見えない。 
 回答 ８月11日／調整した。 
９、Ｕ字溝の修理 
 受付 ８月23日 
 場所 上志津原146－5増田邸前 
 理由 人・車の出入りが多く危険なため。 
 回答 ８月25日／修理した。 
10、速度制限 
 受付 ９月８日 
 場所 上志津原225－4から309－2の間 
 理由 道幅狭く見通し悪い。スピード落とさ

ず通行する車多い。 
 回答 ９月15 日／管轄の千葉県公安委員会

に連絡。「スピード落として安全運転」
の電柱幕１枚設置。 

11、毛虫の駆除 
 受付 ９月８日 
 場所 上志津原79－2から72の間 
 理由 桜並木に毛虫が大量発生している。 
 回答 ９月８日／駆除した。 
12、ミラー設置 
 受付 10月18日 
 場所 上志津原20、43番地Ｔ字路 
 理由 交通量が増え、見通しも悪いため。 
 回答 10月18日／住宅の方の了解を得る中

で設置します。（その後設置済み） 
13、電柱街灯周辺の枝切断 
 受付 10月27日 
 場所 上志津原343（ヨコカワメタル横） 

道
路
、
こ
の
一
年 

 
 
 
 

副
町
会
長 

見 

上 
 

彰 
 

日
頃
は
町
会
の
皆
様
方
に
は
道
路

等
の
不
備
な
箇
所
の
ご
連
絡
に
協
力

い
た
だ
き
，
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
度
か
ら
防
犯
委
員
会
・
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
中

で
の
要
望
も
，
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

要
望
書
と
共
に
市
に
提
出
し
て
き
ま

し
た
。 

 

本
年
度
の
要
望
は
２
月
末
で
２
２

件
あ
り
、
内
訳
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新

設
調
整
５
件
・
道
路
側
溝
関
係
４
件
・

道
路
舗
装
関
係
３
件
・
交
通
関
係
４

件
・
上
志
津
原
児
童
公
園
関
係
２
件
・

ふ
れ
あ
い
と
お
り
関
係
2
件
・
木
の
枝

伐
採
関
係
３
件
で
、
そ
の
内
防
犯
委
員

会
か
ら
の
要
望
は
3
件
で
し
た
。 

 

回
答
内
容
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
、

班
長
会
議
に
お
い
て
報
告
す
る
と
共

に
、
本
年
度
は
広
報
「
上
志
津
原
た
よ

り
」
に
掲
載
し
て
お
知
ら
せ
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
上
志
津
原
を
よ
り
住
み

や
す
い
町
に
す
る
た
め
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

設置する。 
19、ふれあいどおりの街灯増設 
 受付 12月27日（防犯連絡会にて） 
 場所 ふれあいどおり 
 理由 街灯が少ないので暗い為、日没後は

危険を感じる箇所がある。 
 回答 １月13 日／既設街灯との距離が長

いので必要と思われるので今年度中に
２基増設する。 

20、Ｕ字溝設置 
 受付 １月31日 
 場所 上志津原130－２付近 
 理由 パイプで流している為、降雨時に冠

水する。 
 回答 ２月９日／調査して、検討します。 
21、不在地主地樹木の剪定、伐採指導 
 受付 ２月７日 
 場所 上志津原67－２、67―34前 
 理由 駐車場等から市道に出る時見通し

が悪い。所有者に樹木伐採を指導して
ほしい。 

 回答 ２月７日／現在は支障がないが、今
後市が支障があると判断した場合に
は所有者に剪定等の依頼をします。 

22、上志津原バス停付近の改良 
 受付 ２月１日 
 場所 上志津原バス停付近 
 理由 雨が降ると水溜りができ、乗り降り

に支障をきたしている。 
 回答 ２月21 日／アスファルト舗装で検

討し、年度内に施工を 
予定している。 

  （３月２日工事、解決） 
 
 
 

 理由 枝が伸び過ぎて周囲が暗い。 
 回答 10月27日／土地の所有者に伐採を

依頼しました。（その後伐採された。） 
14、交差点歩道信号の修理 
 受付 11月１日 
 場所 上志津原交差点 
 理由 歩行者用信号が右に回っている。 
 回答 11月２日／修理した。 
15、道路舗装 
 受付 11月19日 
 場所 上志津原183 
 理由 雨が降ると水が溜まり滑る。舗装、

または少なくとも砂利を入れて。 
 回答 11月19日／砂利を入れた。 
16、ミラー設置 
 受付 12月９日 
 場所 さくら台ケアホーム脇のＴ字路 
 理由 Ｔ字路で見通しが悪い。 
 回答 １月27日／平成23年度に実施。 
17、児童公園内の利用注意事項掲示板の設置 
 受付 12月27日（防犯連絡会にて） 
 場所 上志津原児童公園 
 理由 泥酔者のベンチ占拠、犬の放し飼い

など、不適切な利用が散見される。 
 回答 １月５日／設置する方向で進めま

す。（１月中旬設置された。） 
18、通学路歩道境界ブロックの撤去等 
 受付 12月27日（防犯連絡会にて） 
 場所 栄和建設殿から熊谷綜建殿付近 
 理由 生垣等で幅が狭くブロック上に児 

童が伝い歩きをして危険なため。 
 回答 １月21 日／道路用地にはみ出した

生垣は所有者に伐採を依頼した。バリア
フリー化は交通量、幅員の関係から困難
な為、23年度、ブロック上に防護柵を 

 

街
灯
、
こ
の
一
年 

 
 
 
 

副
町
会
長 

大 

内 

眞 

伍 
 

毎
日
町
会
内
を
照
ら
し
て
い
る
灯
、
街

灯
の
管
理
に
つ
い
て
、
こ
の
一
年
の
皆
様

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２
月
現
在
で
街
灯
修
理
は
55
件
を
数

え
、
新
設
は
上
期
１
件
、
下
期
４
件
あ
り

ま
し
た
。 

電
柱
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
共
同
で
使
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
が
付
い
て 

い
る
こ
と
、
町
会
、
佐
倉
市
、
警
察
に

そ
れ
ぞ
れ
の
修
理
担
当
が
あ
る
こ
と

な
ど
、
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た

が
、
無
事
役
目
を
務
め
る
こ
と
が
で

き
、
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
で
す
。 

田
村
電
気
様
に
は
、
発
注
依
頼
を
す

る
と
、
す
ぐ
直
っ
た
と
班
長
会
議
で
役

員
の
方
か
ら
お
礼
を
頂
き
ま
し
た
。 

街
灯
管
理
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら

先
々
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

■小字の位置 

 

吉 野  南中野 

 

 

幸 野  大和台 

 
 

 



 

 

 

新
年
会
へ
の
思
い 

ス
ポ
ー
ツ
新
年
会
係 

 

小
谷
野
ヨ
ネ
子 

 
 

１
月
16
日
、
22
年
度
最
後
の
イ

ベ
ン
ト
で
も
あ
り
、
23
年
最
初
の

イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
町
会
恒
例
の

新
年
会
が
、
は
ら
ト
ピ
ア
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
大
人
47
名
、
子
供

12
名
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
う

さ
ぎ
年
の
新
春
を
楽
し
く
寿
ぎ
ま

し
た
。 

 

11
月
か
ら
打
合
わ
せ
が
始
ま
り

催
し
は
何
を
し
よ
う
か
？
景
品

は
？
話
し
合
う
事
は
沢
山
あ
り
ま

し
た
。
班
長
会
議
で
皆
さ
ん
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
賜
り
、
お
手

伝
い
を
頂
き
な
が
ら
当
日
に
向
け

て
の
準
備
を
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

催
し
は
、
吉
森
文
男
さ
ん
の
ギ

タ
ー
演
奏
に
よ
る
歌
声
合
唱
、
リ

ク
エ
ス
ト
に
よ
る
合
唱
の
時
は
立

ち
上
が
り
輪
に
な
っ
て
大
き
な
声

で
大
合
唱
…
！ 

大
変
な
盛
り

上
が
り
で
し
た
。 

 

急
遽
出
演
を
お
願
い
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
心
よ
く
引
き
受
け

て
く
だ
さ
っ
た
中
川
さ
ん
の
尺

八
の
演
奏
で
唄
う
仲
村
さ
ん
の

民
謡
も
素
晴
ら
し
く
、
聞
き
入
る

人
、
一
緒
に
唄
う
人
、
会
場
が
一 

体
に
な
っ
た
時
間
で
し
た
。 

 

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
新
年
会
係
り

全
員
が
、
出
席
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
に
商
品
が
行
き
渡
る
よ
う
に
と

の
思
い
か
ら
、
１
等
、
２
等
と
決

め
な
い
賞
品
作
り
を
し
ま
し
た
。 

 

藤
谷
さ
ん
の
進
行
が
上
手
だ
っ

た
事
も
あ
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は

大
盛
況
の
中
で
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、
カ
ラ
オ
ケ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

お
一
人
様
何
回
で
も
歌
っ
て
頂
き

た
い
と
思
う
気
持
は
あ
り
ま
し
た

が
、
時
間
の
関
係
で
一
曲
の
み
と

お
願
い
を
し
ま
し
た
。
申
し
込
ん

で
下
さ
っ
た
方
全
員
に
唄
っ
て
頂

け
た
こ
と
に
ホ
ッ
と
胸
を
な
で

お
ろ
し
、
最
後
ま
で
会
場
内
が
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
事
を
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 

「
今
年
の
新
年
会
は
、
楽
し
か

っ
た
よ
！
」
と
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
っ
た
方
も
い
て
、
係
冥
利
に
尽

き
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
出
席

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
班
長
さ

ん
達
の
惜
し
み
な
い
ご
協
力
の

お
蔭
と
感
謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。 

次
回
は
も
っ
と
大
勢
の
方
に

出
席
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
も
っ

と
、
も
っ
と
楽
し
い
新
年
会
に
な

る
の
で
は
…
と
思
い
ま
し
た
。 

町
会
長
の
動
静 

 

【
12
月
】
４
日
、
12
地
区
連
合
協
議
会
。
班
長

会
議
。
５
日
、 

防
災
訓
練
。
餅
つ
き
等
。
７
日
、

佐
倉
市
委
託
職
員
研
修
。
11
日
、
市
民
協
働
事

業
実
施
団
体
交
流
会
。
社
協
原
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
。

15
日
、
広
報
取
材
・
石
川
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

18
日
、
ま
ち
づ
く
り
委
。
26
日
、
防
犯
連
絡
会
。 

【
１
月
】
８
日
、
班
長
会
議
。
15
日
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
。
16
日
、
新
年
会
。
17
日
、
広
報

会
議
。
19
日
、
上
志
津
中
学
校
区
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
（
仮
称
）
準
備
会
。
27
日
、
通
夜
。

28
日
、
第
２
回
上
志
津
中
学
校
区
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
（
仮
称
）
準
備
会
。
社
協
原
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
。 

【
２
月
】
５
日
、
班
長
会
議
。
13
日
、
親
と
子

の
防
犯
＆
防
災
勉
強
会
。
18
日
、
広
報
会
議
。

22
日
、
通
夜
。
25
日
、
社
協
原
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
。

26
日
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
。
27
日
、
社
協
ひ

な
ま
つ
り
昼
食
会
。
28
日
、
地
域
推
進
会
議
（
南

志
津
小
）。 

【
３
月
】
５
日
、
班
長
会
議
。
11
日
、
通
夜
。

15
日
、
上
志
津
中
学
校
卒
業
式
。
18
日
、
南
志

津
小
学
校
卒
業
式
。
19
日
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
。
25
日
、
会
計
監
査
。
社
協
原
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
。
27
日
、
志
津
南
地
区
社
協
福
祉
委
員
会
。 

 

※
他
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
道
路
等
要
望
で

の
市
役
所
行
き
、
森
の
茶
屋
、
な
ど
。 

 

（
文
書
係
作
成
の
班
長
会
議
議
事
録
よ
り
） 

な
く
な
る
。
新
年
度
以
降
ど
う
し
て

い
く
か
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
＝
今
ま
で
は
活
動
費
が
市
と
町
会
か

ら
助
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
行
政

の
助
成
が
終
わ
る
と
町
会
か
ら
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。 

Ａ
＝
で
き
れ
ば
町
会
か
ら
は
今
ま
で
ど

お
り
の
助
成
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
市
の
助
成
が
な

く
な
り
総
額
は
減
り
ま
す
が
お
蔭

様
で
活
動
の
基
盤
整
備
は
で
き
ま

し
た
の
で
、
町
会
か
ら
の
助
成
を
継

続
し
て
い
た
だ
け
さ
え
す
れ
ば
事

業
を
継
続
し
て
い
け
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
他
に
な
に
か
補
助

を
受
け
ら
れ
る
制
度
は
な
い
か
研

究
し
ま
す
。 

 

新年会、楽しく行なわれる 

第
10
回
班
長
会
議
議
事
録
（
抄
） 

  
 

１
月
８
日
午
後
７
時
、
欠
席
０
名 

陪
席
者
＝
子
供
会
・
坂
本 

１
、
連
絡
事
項 

・
子
供
会
＝
新
年
の
挨
拶
、
廃
品
回
収 

回
覧
依
頼
、
２
月
の
遠
足
、
他
。 

２
、
町
会
長
挨
拶 

・
新
年
の
挨
拶
、
活
動
報
告
（
別
掲
） 

３
、
審
議
事
項 

① 

新
年
会
準
備
に
つ
い
て
（
小
谷
野
） 

・
準
備
状
況
説
明
、
よ
ろ
し
く
。 

② 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
報
告
（
藤
谷
） 

 

・
去
年
上
志
津
原
で
開
催
し
た
親
と
子
の 

ネ
ッ
ト
安
全
教
室
、
今
年
は
授
業
の
一

環
と
し
て
南
志
津
小
学
校
で
行
な
う
。 

 

・
２
月
27
日
に
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム 

が
あ
り
、
活
動
報
告
を
し
ま
す
。
協
働

事
業
の
３
年
が
終
了
し
、
市
の
助
成
が 

 

２
月
13
日
は
ら
ト
ピ
ア

で
、
町
会
、
防
犯
委
員
会
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
共
催

の
「
親
と
子
の
〈
防
災
＆
防

犯
〉
を
学
ぶ
会
」
が
開
催
さ

れ
50
名
が
参
加
し
ま
し
た 

 

ま
ず
志
津
消
防
署
の
須

藤
和
義
さ
ん
か
ら
防
火
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

親
と
子
の
「
防
災
＆
防
犯
」
を
学
ぶ
会 

開
催
さ
れ
る 

志
津
地
域
で
今
年
に
入
っ 

て
す
で
に
火
災
が
５
件
発 

生
し
て
い
る
、
放
火
が
多 

い
の
で
家
の
廻
り
に
物
を 

置
か
な
い
よ
う
に
、
な
ど
具 

体
的
な
お
話
で
為
に
な
り 

ま
し
た
。
住
宅
用
火
災
警
報 

器
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム 

の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。 

佐
倉
市
交
通
防
災
課
の

須
藤
克
友
さ
ん
長
谷
川
雅

幸
さ
ん
か
ら
は
防
災
に
つ

い
て
、
自
助
、
共
助
が
大
切

だ
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
阪
神
淡
路
大
地
震
で

公
助
で
助
か
っ
た
方
は
２

割
弱
だ
っ
た
そ
う
で
、
住
民

同
士
の
支
え
合
い
が
大
切

で
、
防
災
は
地
域
の
和
が
重

要
、
こ
れ
に
つ
き
る
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。 

お
話
の

あ
と
参
加

し
た
ち
び

っ
子
を
含

め
て
参
加

者
全
員
が

自
己
紹
介

し
な
が
ら

防
災
防
犯

へ
の
想
い 

を
語
り
、
ま
ず
は
お
互
い
が

知
り
合
う
「
地
域
の
和
」
を

実
践
し
ま
し
た
。 

住宅用火災警報器を設置しま

したか、と消防署員。 

  

（３）                上 志 津 原 た よ り             第３６３号 

③ 

防
犯
連
絡
会
報
告
（
鈴
木
） 

 

・
毎
週
土
曜
日
、
午
後
５
時
に
10
名

前
後
が
集
ま
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し 

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
街
灯
が
切
れ

て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
。
防
犯
上
の
個
別
情
報

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

に
留
意
し
た
活
動
を
し
ま
す
。 

 

・
２
月
に
「
親
と
子
の
防
犯
＆
防
災
勉

強
会
」
を
行
な
い
ま
す
。（
終
了
別
記
） 

 

・
防
犯
連
絡
会
で
出
た
諸
課
題
の
う

ち
、
栄
和
建
設
前 

〜
熊
谷
綜
建
前

間
の
縁
石
撤
去
な
ど
に
つ
い
て
行

政
へ
要
望
し
ま
し
た
。（
関
連
２
頁
） 

④ 

新
年
度
の
準
備 

 

・
次
期
班
長
さ
ん
に
２
月
の
班
長
会
議

に
出
席
し
て
い
た
だ
く
よ
う
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
ほ
か
。 

 

■
記
録 

文
書
係 

高
松
（
上
村
） 



 

社
会
福
祉
協
議
会
・
原

ブ
ロ
ッ
ク
は
２
月
27

日
、
は
ら
ト
ピ
ア
で
ひ
な

祭
り
昼
食
会
を
行
な
い

ま
し
た
。
大
人
18
名
、

子
供
７
名
、
お
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
４
名
の
29
名

が
参
加
、
福
祉
委
員
が
作

っ
た
五
目
ご
は
ん
や
お

汁
粉
を
食
べ
な
が
ら
福

祉
委
員
・
角
鹿
新
太
郎
さ

ん
の
マ
ジ
ッ
ク
や
、
プ
ロ

集
団
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ

ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

 

て
、
ひ
な
祭
り
昼
食
会
な

ど
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
新
た
に
柗
戸

先
生
の
協
力
も
得
て
、「
書

を
楽
し
む
会
」
も
毎
月
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
「
楽
し
か
っ
た
」
「
ず

っ
と
続
け
て
」
「
頑
張
っ

て
ね
」
な
ど
嬉
し
い
声
を

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第３６３号               上 志 津 原 た よ り                   （４） 

 

志
津
南
地
区
社
協
の
活

動
を
、
皆
様
の
多
大
な
る

応
援
を
い
た
だ
い
て
、
原

ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
上
志
津

原
町
会
内
で
さ
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
っ
て
、
早

２
年
に
な
り
ま
す
。 

 

森
の
茶
屋
を
は
じ
め
、

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
書
き

初
め
、
味
噌
作
り
、
そ
し 

て
い
る
各
地
の
関
係
者
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、展
示
ブ
ー

ス
に
は
次
々
に
市
民
が
足
を
止
め
、

熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。 

講
演
会
で
は
西
本
千
尋
さ
ん
が

ま
ち
づ
く
り
に
は「
日
常
的
に
手
を

か
け
続
け
、
見
続
け
る
こ
と
が
大

切
」
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。 

  

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の 

 
 
 

話
が
持
ち
上
が
る 
  

学
校
区
単
位
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化
を
図
る「
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」の
話
が
持
ち
上
が
っ
て

い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
１
月
19
日
「
上
志

津
中
学
校
区
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
準
備
会
（
仮
称
）」
と
い
う
会

合
が
も
た
れ
、上
志
津
原
町
会
長
に

も
出
席
要
請
が
あ
り
出
席
、
話
を 

聞
い
て
き
ま
し
た
。 

市
民
協
働
事
業
の
３
年 

 
 

活
動
報
告
会
で
発
表 

  

２
月
27
日
、
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
平
成
22
年
度
市
民

協
働
事
業
活
動
報
告
会「
ま
ち
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
上

志
津
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
も
展

示
・
発
表
を
し
ま
し
た
。
上
志
津
原

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
は
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
ろ
う
と
し 

 

今
年
も
福
祉
協
力
員 

の
皆
様
に
、
様
々
な
行
事

を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
盆
踊
り
等

に
お
い
て
も
「
福
祉
の

店
」
を
出
店
し
、
町
会
の

行
事
に
楽
し
く
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
嬉
し
い
こ
と

に
、
本
年
度
は
敬
老
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
元
気
な
皆
様

と
お
会
い
し
、
楽
し
い
時 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
こ
れ
か
ら 

 
 
 
 
 

―
佐
倉
市
市
民
協
働
の
３
年
を
終
え
て
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

中 

山 

亜 

茂 

 

宅
地
造
成
に
よ
る
様
々
な
問
題

を
解
決
す
る
事
を
目
的
に
結
成
さ

れ
た
委
員
会
も
、目
的
を
実
行
す
る

段
階
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊

の
危
機
を
感
じ
、新
住
民
や
子
供
達

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
受
け
入
れ
る

事
を
考
え
ま
し
た
。
平
成
18
年
に

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
を
計
画
、多
く

の
新
旧
住
民
皆
様
の
参
加
を
得
る

事
で
活
性
化
へ
の
期
待
を
感
じ
そ

の
拡
大
を
図
る
為
平
成
20
年
佐
倉

市
に
市
民
協
働
条
例
に
基
づ
い
た

市
民
協
働
事
業
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
。 

初
年
度
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
へ
の
挑
戦（
伝
統
行
事
再
興
に
よ

る
新
旧
住
民
の
交
流
を
図
る
事
）、

次
年
度
は
初
年
度
事
業
の
拡
充
、学

校
、
行
政
な
ど
圏
域
の
拡
大
（
ネ
ッ

ト
安
全
教
室
の
開
催
で
学
校
、行
政

と
協
働
）、
最
終
22
年
度
は
外
部
へ

の
情
報
発
信
と
し
て
、県
や
市
及
び

大
学
（
淑
徳
大
学
）
と
連
携
し
た
事

業
の
Ｐ
Ｒ
、
職
員
研
修
の
受
託
等

で
、特
筆
す
べ
き
は
自
主
防
犯
組
織

が
出
来
、多
く
の
皆
様
の
参
加
を
得

る
事
が
出
来
た
事
で
す
。 

委
員
会
結
成
時
は
問
題
提
起
も

あ
り
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
３
年
間 

の
事
業
は
概
ね
計
画
通
り
実
行
さ 

れ
、
県
の
環
境
生
活
部
、
佐
倉
市
の

市
民
部
よ
り
高
評
を
得
ま
し
た
。復

活
し
た
夏
の
キ
ャ
ン
プ
、
又
、
盆
踊

り
、運
動
会
は
従
来
に
無
い
賑
わ
い

を
感
じ
、５
部
門
か
ら
成
る
Ｃ
ｏ
Ｃ

ｏ
ク
ラ
ブ
参
加
も
年
々
増
加
し
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
進
ん
で
い
る
事
を

感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
事
は
町
会
員
皆
様
の
深
い

ご
理
解
ご
協
力
な
く
し
て
は
到
底

成
し
得
な
か
っ
た
物
と
深
く
感
謝

す
る
次
第
で
す
。 

今
後
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
更
に

充
実
さ
せ
、新
事
業
を
模
索
し
な
が

ら
裾
野
の
拡
大
を
図
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。町
会
員
皆
様
の
深

い
ご
理
解
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

自
治
会
や
町
会
、地
域
内
各
種
団

体
が
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
地

域
の
課
題
に
つ
い
て
協
働
し
て
課

題
の
解
決
を
図
る
組
織
だ
そ
う
で
、

市
が
推
進
し
、す
で
に
臼
井
、白
銀
、

弥
富
で
結
成
さ
れ
有
益
な
活
動
が

行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、上

志
津
原
町
会
に
は
す
で
に「
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
」が
あ
る
こ
と
か
ら
慎

重
な
意
見
も
あ
り
、協
議
会
加
入
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
、納
得
で

き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
は
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や

班
長
会
議
で
検
討
し
、そ
の
上
で
町

民
に
周
知
を
し
て
、町
会
総
会
等
で

の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

上
志
津
原
と
し
て
、協
議
会
へ
の

参
加
に
よ
り
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
、意

義
が
あ
る
の
か
、勉
強
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

２
月
３
日
、
原
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
は
ら
ト
ピ
ア
で
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
味
噌

作
り
を
行
な
い
ま
し
た
。 

参
加
者
は
町
会
回
覧

で
公
募
し
た
28
名
。
宮

坂
妙
美
さ
ん
の
指
導
で
、

➀
大
豆
を
水
で
も
ど
す

➁
大
豆
を
煮
る
➂
米
こ

う
じ
と
塩
を
混
ぜ
る
➃

大
豆
を
つ
ぶ
す
➄
材
料

を
混
ぜ
る
➅
容
器
に
詰

め
る
、
と
い
う
工
程
を
お

互
い
に
協
力
し
な
が
ら

楽
し
く
進
め
ま
し
た
。 

材
料
は
大
豆
１
・
２
㎏
、

米
こ
う
じ
１
・
２
㎏
、
塩

５
０
０
ｇ
で
、
５
㎏
の
お

味
噌
が
で
き
あ
が
り
ま

す
。
参
加
費
は
材
料
代 

 

２
３
５
０
円
で
す
。 

混
ぜ
た
材
料
を
容
器

に
詰
め
る
と
き
は
団
子

状
に
手
に
と
っ
て
、
ぴ

し
っ
と
容
器
に
叩
き
込

む
そ
う
で
、
こ
れ
は
空

気
を
入
れ
な
い
た
め
だ

そ
う
で
す
が
、
和
気
あ

い
あ
い
の
作
業
風
景
で

し
た
。 

持
ち
帰
っ
た
味
噌
は

８
月
後
半
に
よ
く
混

ぜ
、
10
月
に
で
き
あ
が

る
そ
う
で
す
が
、
市
販

の
も
の
と
は
一
味
違

う
、
き
っ
と
お
い
し
い

お
味
噌
が
で
き
あ
が
る

こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

 

味噌作りに挑戦 
原ブロック・いきいきサロン 

 

地
域
の
皆
様
と
共
に 

志
津
南
地
区
社
協
・
原
ブ
ロ
ッ
ク 

宮 

坂 

妙 

美 

上志津原からは、中山、藤谷、松
田、萩庭、鈴木、見上、奈良、宮
武が参加、プレゼンテーションで
は藤谷さんが発表しました。 

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

少
し
ず
つ
上
志
津
原
の

皆
さ
ん
に
社
会
福
祉
協
議

会
が
浸
透
し
、
地
域
の
中

で
楽
し
く
交
流
を
し
、
支

え
合
う
輪
が
広
が
れ
ば
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

 

福
祉
委
員
一
同
さ
ら
に

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
１

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ 

ぼ
ん
ぼ
り
に 

は
な
を
あ
げ
ま
し
ょ 

も
も
の
は
な 

 

こ
の
行
事
は
社
協
で
は

従
来
、
お
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
を
招
待
し
て
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
上
志
津
原

で
は
誰
で
も
参
加
で
き
る

い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
し
て

計
画
、
一
般
の
方
か
ら
は

参
加
費
を
い
た
だ
き
昨
年

か
ら
実
施
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
と
好
評
で
、
ま
た

ひ
と
つ
、
新
し
い
町
の
行

事
が
定
着
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。 

 

ひ
な
ま
つ
り
昼
食
会 



デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
に
行
っ
て
来
ま
し
た 

 
 

 
  

す
ば
ら
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た 

 
入学・卒業 おめでとうございます 

（５）                  上 志 津 原 た よ り                第３６３号 

 

楽
し
か
っ
た
卒
業
遠
足 

増
田
奈
保
子 

 

子
供
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
て

い
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

天
候
は
曇
、
気
温
は
や
や
低

め
で
、
風
は
少
し
強
か
っ
た
で

す
が
、
子
供
た
ち
は
そ
ん
な
天

候
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
、
朝
か

ら
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。 

 

私
に
は
中
１
の
長
男
と
小
５

の
長
女
が
い
ま
す
。
小
さ
い
子

の
面
倒
を
見
る
の
は
久
し
ぶ
り

で
懐
か
し
い
気
持
で
し
た
。 

私
の
担
当
し
た
１
年
生
は
し

っ
か
り
し
て
い
て
、
き
ち
ん
と

グ
ル
ー
プ
行
動
が
で
き
て
い
た

の
で
、
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。 

小学校入学 
 
村山 蒼生 君 （５ 組） 
井上  翔 君 （１ 組） 
伊東 賢生 君 （吉野２） 
渡邉 駿太 君 （栗林２） 
太田 豊人 君 （栗林２） 
石川 義仁 君 （栗林２） 
宇野 琴葉さん（栗林２） 
佐藤 萌覚 君 （栗林２） 
田村 天輝 君 （商店街） 
浪川 皓羽 君 （新栄台） 
齊藤 育己 君 （７･８組） 
瀬戸 葉月さん（７･８組） 
清  梨音さん（７･８組） 
坂内 瑞穂さん（７･８組） 
大澤 美咲さん（玉木１） 
茂野大治郎 君 （玉木１） 
吉川 智家 君 （玉木１） 
宇野 元喜 君 （玉木２） 

中学校入学 
 
向原  巧 君 （南原１） 
三浦  航 君 （南原２） 
泉  翔真 君 （幸 野） 
加藤  遼 君 （吉野１） 
古澤 祐弥 君 （商店街） 
古澤 由衣さん（商店街） 
簗場 麗爾 君 （商店街） 
松尾  健介 君 （新栄台） 
栗秋 未来さん（新栄台） 
大須賀 悠 君 （八紘上） 
中村  一輝 君 （八紘下） 
宇野まりんさん（玉木２） 
 
中学校卒業 
 
萬  智也 君 （原 １） 
工藤  望さん（南原２） 
大久保翔平 君 （５ 組） 
泉  賢吾 君 （幸 野） 
秋山 琴香さん（東 邦） 
松浦 友紀 君 （商店街） 
松本 真弥さん（八紘上） 
中村 悠眞 君 （八紘下） 
速水 大輔 君 （八紘下） 
藤崎 拓也 君 （玉木１） 
宇野 真生 君 （玉木２） 

卒業おめでとう  
子供会会員 ６年生からのメッセージ 

  
子
供
会
の
児
童

85
名
、
引
率
10
名
の

総
勢
95
名
は
、
２
月

21
日
、
バ
ス
３
台
で

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

 

 

 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
数
々
の
身

長
制
限
が
あ
り
、
中
に
は
身

長
の
低
い
子
、
絶
叫
系
が
苦

手
の
子
が
い
ま
し
た
の
で
、

絶
叫
系
に
は
乗
ら
ず
に
の
ん

び
り
と
船
や
機
関
車
に
乗
っ

た
り
、
皆
と
食
事
を
し
て
と

て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

上志津原子供会 

  

 

ネ
ッ
ト
安
全
教
室
、
南
志
津
小
で
開
催 

 

２
月
15
日
、
南
志
津
小
学
校
で
「
ネ
ッ

ト
安
全
教
室
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
昨
年
２
月
に
は
ら
ト
ピ
ア
で
上
志
津

原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
開
催
し
た
同
教

室
が
好
評
だ
っ
た
た
め
、
南
志
津
小
学
校

で
は
今
年
度
か
ら
４
年
生
の
授
業
と
し
て

行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
ま
す

か
？
と 

ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
で
、
ネ
ッ
ト

の
危
険
性
や
安
全
な
使
い
方
に
つ
い
て
、

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。 

 

こ
の
授
業
は
上
志
津
原
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
が
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
お
り
、

中
山
、
松
田
、
藤

谷
、
大
内
が
出
席
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
さ

ん
に
講
師
を
お
願

い
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。 

 
 
 

（
こ
の
情
報
は
上
志

津
原
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
） 

 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
募
集 

  

上
志
津
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
委
員

を
公
募
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は

平
成
17
年
秋
、
宅
地
開
発
に
係
る
課
題
へ

対
応
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
町

の
活
性
化
を
図
る
諸
課
題
に
取
り
組
み
、

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

町
会
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

 

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
例
年
ど

お
り
新
し
い
委
員
を
公
募
し
ま
す
。
こ
の

町
を
安
全
で
住
み
よ
い
町
に
し
た
い
と
い

う
思
い
の
方
、
ぜ
ひ
手
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
。
定
例
会
は
毎
月
第
３
土
曜
日
の
19
時

に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

※
連
絡
先 

松
田 

肇
（
事
務
局
長
） 

 

電
話
＊
＊
＊
―
＊
＊
＊
＊ 

締
切 

４
月
１
０
日
（
日
） 

上
志
津
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

メッツーセージをくださった６年生の皆さん 

 

 

子供会活動の思
い出、中学生に
なったら、将来
の夢、などのテ
ーマでひとこと
書いていただき
ました。 

 



お
知
ら
せ 

 

転 

入  

よ
う
こ
そ
！ 

吉
野
２
班 

伊 

藤 

義 

郎 

様 

１
月 

商 

店 

街 

簗 

場 
  

梓 

様 

３
月 

八
紘
苑
下 

川 

崎 

洋 

平 

様 

３
月 

玉
木
１
班 

星 

野    

繁 

様 

３
月 

加 

入  

原 

１ 

班 

後 

藤   

弘 

様 

１
月 

 

はらトピアだより 

書の展示 
 社協原ブロックの「書を 
楽しむ会」でこの１年書い 
てきた各自１点の作品をみ 
んなで選び、館内に展示し 
ました。はらトピアをご利 
用される時にぜひご覧くだ 
さい。展示期間は約１ヶ月、 
４月下旬まで。 
 

絵手紙の展示 

玄関左上の絵手紙の 

展示が好評です。 

 
 
 

 
 
「あざみの会」と「からたち 
の会」が月替わりで展示して 
います。 
毎月、楽しみですね。 

編
集
後
記 

 

〇
桜
ま
っ
盛
り
の
頃
よ
り
「
上
志
津
原
た

よ
り
」
を
編
集
し
て
、
早
や
一
年
が
経
ち

ま
し
た
。
広
報
担
当
一
同
、
町
会
の
皆
様

が
喜
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

記
事
や
紙
面
を
通
じ
て
情
報
公
開
と
説

明
責
任
の
一
端
を
担
い
な
が
ら
町
会
の

活
動
周
知
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。 

読
み
応
え
は
如
何
で
す
か
。
分
か
り
や

す
い
、
読
み
や
す
い
広
報
を
め
ざ
し
て
掲

載
項
目
の
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
一
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

（
大
内
） 

 

〇
広
報
部
の
な
り
手
が
い
な
い
、
昨
年
２

月
の
班
長
会
議
で
一
番
難
航
し
た
船
出

と
な
っ
た
22
年
度
の
広
報
部
で
す
が
、

ほ
っ
と
け
な
い
と
寄
り
添
っ
た
み
ん
な

で
仲
良
く
、
な
ん
と
か
一
年
間
の
任
務
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

班
長
さ
ん
全
員
と
、
町
内
各
方
面
の
皆

様
方
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お
蔭

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

な
お
、
パ
ソ
コ
ン
で
分
か
ら
な
い
こ
と

に
遭
遇
す
る
度
に
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
く
ら
ぶ
パ

ソ
コ
ン
部
会
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
 
 

（
宮
武
） 

 

■
今
号
掲
載
の
写
真 

松
田 

肇
様
、 

 
 
 

双
葉
会
様
、
子
供
会
様
、 

 
 
 

広
報
（
本
名
真
弓
、
上
村 

綾
） 

■
編
集 

広
報
係
■
印
刷 

花
島
印
刷 

第３６３号               上 志 津 原 た よ り                   （６） 

「
佐
倉
地
域
の
歴
史
や
自
然
を
訪
ね

て
、
は
つ
ら
つ
と
元
気
い
っ
ぱ
い
佐

倉
七
福
神
め
ぐ
り
」
を
し
ま
し
た
。 

 

平
成
23
年
１
月
７
日
、
出
席
者
は

25
名
で
し
た
。 

佐
倉
の
七
福
神
と
は
、
麻
賀
多
神 

社
に
は
、
福
禄
寿
と
恵
比
寿
が
祀
ら 

佐
倉
七
福
神
め
ぐ
り 

双
葉
会
・
あ
る
こ
う
会 

れ
て
い
ま
す
。
真
言
宗
大
聖
院
に
は
、

大
黒
天
と
布
袋
尊
。
日
蓮
宗
妙
隆
寺

に
は
、
大
黒
天
。
浄
土
宗
松
林
寺
に

は
、
毘
沙
門
天
。
臨
済
宗
宗
円
寺
に

は
寿
老
人
。
曹
洞
宗
嶺
南
寺
に
は
、

弁
財
天
。
天
台
宗
甚
大
寺
に
は
、
毘

沙
門
天
の
神
々
を
お
祀
り
し
て
あ
り

ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
お
寺
は
、
初
代
佐
倉
藩

主
土
井
利
勝
が
佐
倉
城
築
城
後
、
築

や
移
築
し
た
社
寺
で
あ
り
、
宗
派
や

七
福
神
へ
の
祈
願
は
、
多
種
で
あ
り

ま
す
が
、
唯
一
変
わ
ら
な
い
念
願
は 

「
今
年
も
ま
た
健
康
で
長
生
き
し
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
し
て
今
年
も
ま 

【広報編集委員会】町会長・大内茂、文書係・上村綾、広報係・内田幸江、佐々木淑子、本名真弓、宮武孝吉 

地
元
・佐
倉
で
、七
福
神
め
ぐ
り
が
で
き
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。 

双
葉
会
・あ
る
こ
う
会
は
こ
の
正
月
、佐
倉
七
福
神
め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。 

 
大聖院の布袋尊 

 
 
 
 

■ 
 

う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
の
話
も
聞
い

て
、
う
ち
の
お
ば
あ
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
、
な
ど
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
今
年
度
の

広
報
部
の
仕
事
は
今
号
で
終
り
で
す

の
で
、
私
た
ち
の
手
で
紙
面
に
反
映
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
記
録
し
て

活
用
で
き
る
よ
う
に
、
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

な
お
、
今
回
分
の
テ
ー
プ
起
こ
し
の

記
録
は
町
会
広
報
紙
保
管
庫
に
収
容

し
て
、
保
存
と
活
用
を
図
り
ま
す
。 

 
 

（
広
報
係
） 

 

※
次
回
は
３
月
下
旬
に
上
座
を
訪
ね
ま

す
。
本
紙
発
行
日
と
の
関
係
で
一
般
の

方
へ
の
お
誘
い
が
間
に
合
い
ま
せ
ん

が
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
次
々
回
か

ら
ご
案
内
し
ま
す
。 

た
元
気
一
杯
歩
き
ま
す
。皆
様
も
ご

一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 

双
葉
会
会
長 

田
上
正
敏 

■所在地 
麻賀多神社 鏑木町 933-

１ 
大聖院  鏑木町661-１ 
妙隆寺 鏑木町188 
松林寺 弥韌町93－１ 
宗円寺 新町89 
嶺南寺 新町74 
甚大寺 新町78－１ 

ホームページ「ようこそ上志津原へ」 

町会のページ 
最新の番組紹介 

  
 
 
 
№７４（２０１１、３、２ＵＰ） 
１、ひな祭り昼食会 
２、まちづくりフォーラムに参加 
№７３（２０１１、２、１７ＵＰ） 
１、親と子の防災防犯学ぶ会 
２、ネット安全教室南志津小で開催 
３、森の茶屋 
№７２（２０１１、２、４ＵＰ） 
１、いきいきサロン、味噌作りに挑戦 
№７１（２０１１、１、１８ＵＰ） 
１、新年会行なわれる 
 

「上志津原」で検索してください。 
 

本紙「上志津原たより」電子版が、
ホームページで、カラーで見られま
す。ご存知ですか。2004 年度分か
らアップしています。検索は上記と
同じです。ぜひ、ご覧ください。 
ＣｏＣｏクラブ・パソコン部会 

 

前
号
の
反
響
に
つ
い
て 

  

前
号
の
上
志
津
原
開
拓
65
周
年
記

念
企
画
「
石
川
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
」
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。 

 
 
 
 

■ 

・
石
川
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
よ
か
っ

た
。
読
ん
で
い
て
涙
が
で
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｅ
さ
ん
） 

・
感
銘
し
ま
し
た
。
上
志
津
原
に
住
ん

で
数
十
年
に
な
り
ま
す
が
、
初
め
て
知

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
Ｋ
さ
ん
） 

・
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
あ
れ
は
よ
か

っ
た
で
す
ね
え
。
何
回
も
読
み
返
し
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
Ｅ
さ
ん
） 

・
石
川
さ
ん
ご
夫
妻
の
お
写
真
、
す
て

き
で
す
。
ご
苦
労
さ
れ
た
の
で
す
ね
。 

（
Ｓ
さ
ん
） 

・
す
ば
ら
し
い
記
事
で
、
感
心
し
ま
し

た
。
こ
う
い
う
記
事
を
読
む
と
、
ま
ち

を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
ま
ち
づ

く
り
と
か
防
犯
へ
の
関
心
も
一
層
高

ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 

（
Ｎ
さ
ん
） 

 
 
 
 

■
（
メ
ー
ル
） 

・
上
志
津
原
の
歴
史
、
す
ば
ら
し
い
で

す
ね
。
地
域
の
一
人
ひ
と
り
の
方
か
ら

お
話
を
伺
う
こ
と
で
，
よ
り
地
域
愛
が

深
ま
り
ま
す
。
こ
の
記
事
を
読
ん
だ
方 

は
み
な
感
動
し
た
の
で
は
。
上
志
津

原
さ
ん
の
企
画
は
い
つ
も
す
て
き
で

す
ね
。 

 
 

（
佐
倉
市
職
員
の
方
） 

・
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
上
志
津
原

の
開
拓
を
語
る
」
は
、
新
春
特
集
と

し
て
ま
さ
に
的
を
射
た
秀
作
で
す
。

か
つ
て
第
一
弾
と
し
て
、
松
田
広
報

部
長
の
も
と
、
開
拓
60
周
年
企
画
と

し
て
326
号
の
特
集
「
上
志
津
原
の
歴

史
を
振
り
返
る
」
の
編
集
に
携
わ
り
、

寒
い
日
に
広
報
部
員
皆
で
、
今
は
故

人
に
な
ら
れ
た
山
下
さ
ん
を
初
め
、

開
拓
一
世
の
方
々
を
囲
ん
で
の
座
談

会
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

軍
靴
で
踏
み
固
め
ら
れ
た
不
毛
の

地
を
、
苦
労
に
苦
労
を
重
ね
豊
か
な
土

地
へ
と
変
革
し
て
い
っ
た
先
陣
た
ち

の
努
力
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

開
拓
一
世
の
方
か
ら
直
に
開
拓
の

苦
労
話
を
伺
う
機
会
が
減
っ
て
し
ま

っ
た
今
、
原
の
歴
史
と
文
化
を
語
り
継

ぐ
た
め
、
３
弾
４
弾
…
企
画
と
し
て
継

続
し
た
い
も
の
で
す
ね
。 

（
か
ら
す
猫
・
林
さ
ん
） 

 

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
お
声

掛
け
や
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

車
４
台
に
分
乗
し
て
午
前
９

時
上
志
津
原
を
出
発
。
佐
倉
到
着

後
は
、
健
脚
組
は
歩
き
、
健
脚
で

な
い
方
は
距
離
の
長
い
区
間
は

車
の
助
け
を
借
り
る
な
ど
し
て
、

七
福
神
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。 

松林寺の毘沙門天
は秘仏です。 


